
























































































































































































































































































































































































































































不已（mèn mèn bú yǐ）」は、憂鬱で心が一向に晴れない様子を意味する。その後の類似表現で





4 4 4 4 4 4 4 4
心理を、ここでは「悶
（mèn）」と表現したのであろう。
その箇所を辛島は、傍線部（5-1）「悶悶不已（mèn mèn bú yǐ）」「どうしようかと迷つた」とし、
23
近代日本に於ける『警世通言』卷28「白娘子永鎭雷峰塔」の受容について　　勝山　　稔














































































































































8  安倍なつみ主演『白蛇伝―White Lovers』（東映、2006）
9  青木正児「小説「西湖三塔」と「雷峯塔」」（『江南春』弘文堂書房、1938）
10 阿部泰記「『白蛇伝』の発展　―怪談から報恩譚へ」（『アジアの歴史と文化』2 号、1995）2頁参照。












20 辛島驍「韓夫人の神様（上）」（『寶石』第 3 巻第 9 号、1948年12月）、同氏「韓夫人の神様（下）」（『寶石』第 4
巻第 1 号、1949年 1 月）、同「狐の天書」（『天狗』第 3 巻第 3 号、1949年 3 月）
21 『全譯中國文學大系　醒世恆言（一）』（東洋文化協會、1958年 5 月）
  『醒世恆言』第 1 卷「狐女の縁談」（兩縣令競義婚孤女）
  『醒世恆言』第 2 卷「兄弟の分産」（三孝廉讓産立高名）
  『醒世恆言』第 3 卷「油賣りの若者」（賣油郎獨占花魁）
  『醒世恆言』第 4 卷「花造りの翁」（灌園叟晩逢仙女）
  『醒世恆言』第 5 卷「虎と花嫁」（大樹坡義虎送親）
  『醒世恆言』第 6 卷「狐の天書」（小水灣天孤貽書）
  『醒世恆言』第 7 卷「鴛鴦の船歌」（錢秀才錯占鳳凰儔）
  『醒世恆言』第 8 卷「男の花嫁」（喬太守亂点鴛鴦譜）
  『醒世恆言』第 9 卷「命がけの夫婦」（陳多壽生死夫妻）
  『醒世恆言』第10卷「結婚した兄弟」（劉小官雌雄兄弟）






































  『警世通言』第 1 巻「琴と友情」（兪伯牙敷琴謝知音）
  『警世通言』第 2 巻「待ちきれぬ妻」（荘子休鼓盆成大道）
  『警世通言』第 3 巻「三つの難題」（王安石三難蘇学士）
  『警世通言』第 4 巻「鷄になった大臣」（拗相公飲恨半山堂）
  『警世通言』第 5 巻「女房を売る」（呂大郎還金完骨肉）
  『警世通言』第 6 巻「落書の効果」（兪仲擧題詩遇上皇）
  『警世通言』第 7 巻「端午生まれ」（陳可常端陽仙化）
  『警世通言』第 8 巻「玉細工師の妻」（崔待詔生死寃家）
































37 林房雄「白夫人の妖術（第1章～第5章）」『小説と読物』（ 3 巻 2 号、1948年 2 月）、同氏「白夫人の妖術（第 6







42 増田渉・佐藤春夫『世界ユーモア全集（第12卷 支那篇）』（改造社、 1932）佐藤春夫「盗賊を捕えた賢い子供の
話」（除村一學編『支那文化談叢』名取書店、1942）「五つで天子さまにお目どほり出来た話」『今古奇觀』巻36・『二




「菩薩蠻」（『藝林閒歩』7 号、1946）。なお、吉川氏は戦前にも「亡者の世界」（『知性』3 巻 9 号、1940）がある。
45 神谷衡平「（訳注読本）念親恩孝女蔵児（1）」『今古奇觀』巻30（『中國語雜誌』2 巻 3 号、1947）
46 魚返善雄「花つくり爺さんと天女の話」『わだち＝ THE WADACHI』（日本通運株式会社　わだち編集部11号
～12号、1948年11～12月）、同「李白の外国語―警世通言・今古奇観の一篇「李謫仙酔草嚇蛮書」」（『桃源』4
巻 1 号、1949年 1 月）、同「荘子の妻」（『傳記（國民雜誌）』第 3 巻第 1 号、1949年 1 月）、同「蘇東坡の妹」（『桃源』










53 辛島驍『醒世恆言（ 1 ～ 5 ）』（東洋文化協會全譯中國文學大系第1集第10～第14巻、1958）。同氏『警世通言
（1）』（東洋文化協會全譯中國文學大系第 1 集第 6 巻、1959）
（附記）　本稿は、令和 2 年度文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（C）課題番号18K00310「民
間の視座を導入した中国通俗文芸の受容と自国化の研究―受容文化の多角的考察を目指して」）
の交付を受けた研究成果の一部である。
（勝山　稔　東北大学大学院国際文化研究科アジア・アフリカ研究講座　教授）
